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ホンの一一一｛FB分のみを書V・ても，それが，年であるか，月であるか，日であるか，

叉は，時であるか，分であるか，秒であるかが，一一一目して明瞭に知られること

である．現に一11－25と書けば之れは十一月25日の～二とであり，1940一と書

けば詰れは年を表はすこと勿論である．叉，28，12：と書けば回れは28日12時を

意味し，：28：12と書けばとれは28分12秒を表はす．箪に：25．3と書いても慣：
　　　　　　　　　薄
れれば直ぐ生れは25、3の意味であることが知れる．天鷺の槻弓中．など，又，其

の他いろkkの研究記鋒申にも，かうした略記方法によって便利を獲てみる所

が多い．讃者各位の試みられんことを望むものである．　（1942－12一・一2田上にて）

問 答

問ひ：　昭利18年一月の朔は何日か？　渡邊敏夫氏著“暦”によれば第8表エパクト表よ

　り一月7日朔となってみる．然るにカレンダー（本年度分）によれば一月6日朔となつ

　てるる．右1日の蓮ひは‘‘暦’㌧によれば有り勝ちの向なるも，カレンダ1の6日朔なる

　は，計算より出したるや，詳細御敏示願上ます．（河村生）

讐へ：本年（1943年）は一月6日が朔の日です．その他，二月5日，三月6日，四

　月5日，五月4日，六月3日，七月21，八月1日，同31日，．九月29日，十月29

　日，十一月28日，．十二月27日が皆朔の日となってゐます．（P）

問ひ，：ZF山清次著“暦法と時法”68頁には“復活祭日は三月22日から四月26日の聞に動

　き’eとあb，．渡邊敏夫著‘‘暦（こよみ）”には‘‘三月220から四月25日”とあb，何れが

　正しきや．

答へ＝四月25Nの方がよろいA．（C）

問ひ：荒木俊馬著“天丈と箏宙”9頁に，“カルデアの昔には，カペラと言ふ星が，日没に

　束の地牛線から上るのを以て年の始めとした”とあり，“天衣”（昭和13年新年號）23頁

　には“バビロンでは騰方にカペラ（Capella）が東天に見えるのをPJて年の始めとし，”と

　あり，何れが正しきや．

答へ：“天文と宇宙”の記事の方が正しいのです．但し，この時代の一月は秋

　に始まったのでした．（Q．S．）

問ひ：“満月”と“十五夜”と“葺暦15日”との差異御三へ下さい、（徳島F生）

答へ：畳叩とは，月が太陽と一二ゆ位置になる時刻で，つまり太陽の二二

　と月の黄維とが180。だけ遽ふやうになった時刻です．例へば，これは昨年

　（昭和17年）九月24日23時24分でした　しかるに新月は九月11日G時53分で，

　之を奮暦の八月朔（元日）とするのですから，奮15日は九月25日となります．

　故に“十五夜”は九月25日です。年鑑（天界247號）を見れば，すべて明瞭な

　筈です．（K：）


